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情報教育におけるJanzabarシステムの活用
2.3成績管理機能
成績管理機能では，生徒が提出（アップロード）した課題を受け取った状況が表示され，成
績や採点した結果やコメントを生徒に送信することができる。
学生が提出された宿題をチェックし，学生たちがどこか分かったかどこかまだ理解していな
いかよく分かるし，講義では共通してよく間違えている箇所を中心に解説する。講義中にすべ
ての問題の解説を行う時間がないので，配布資料として模範解答を掲載し，学生たちが解答を
見て結果を確認することができる。学生のコメントと先生のコメントを書くこともでき，また
学生の質問や連絡にはメールを使用して，学生の自立的学習を促進している。
しかし，現在，学生が提出したファイルを一個ずつダウンロードしかできず，ファイルのチ
ェックや保存等は非常に繁雑な作業となっている。課題単位での一括ダウンロードの機能を付
加する必要がある。
2.4出席の管理
毎回授業の出席を取って，システムに登録する。出席状況を学生に開示して，各学生が自分
の出席状況を確認することができる。特に欠席回数が多い学生に対して出席状況を示しことに
よってかなり効果が得られた。しかし，毎回の出欠データを手作業で入力しているので，特に
人数が多いクラスの場合には，登録に時間がかかるし，必ず間違いが起こる。端末を使う授業
の場合には自動的に出席を取る機能が付ける必要がある。
2.5プロフィールの設定
プロフィールの設定は，基本'情報の登録，連絡先，写真の編集などの項目がある。受講者名
簿をクリックすると，まず標準画面が表示される。ここで，各学生のプロフィールをクリック
して各自の情報や写真などを編集することができる。写真の箇所にJazabarのキャラクターを
利用して設定することもできるが，さまざまなＩＴ技術を学生に活用させるために，Jazabar
のキャラクター以外の写真や図（画）を利用させた。以下のようにカメラ付き携帯やデジタル
カメラの使用例を説明する。
1．カメラ付き携帯やデジタルカメラを使って各自の写真を撮る。
２．取った写真を各自の大学のメールに送る。
3．送ったメールからの写真ファイルを各自のＦＤに保存する。
4．ＦＤから写真ファイルを選択し，「登録」ボタンクリックすると，選択された写真が登録
されている。
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Jenzabarシステムを利用して以下の教育効果が得られた。
①学生が用意している教材や練習問題，模範解答を利用して予習復習しやすくなった。学内
の糸ならず自宅からでも好きな時間に繰り返し学習できるので，学力の向上につながった
と考えられる。
②課題の提出や成績の評価，出席の管理などの機能を利用し，データの一元管理ができ，学
生とのコミュニケーションもしやすくなる。
今後の課題としては学生と教員との双方交流を深めることと，より効率のよいコンテンツを
作成することがあげられる。
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